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津
和
野
百
景
図　

第
二
十
図

祇
園
會
通
り
も
の
ゞ
内
エ
ゞ
無
聟

「
今
市
通
り
よ
り
山
吹
の
花

傘
に
続
き
て　

い
や
先
き
な
る

は
笠
を
被
り
其
の
上
に
衣
を
か

け
被
る
（
中
略
）　

は
ま
矢
と

て
わ
ら
縄
を
巻
き
た
る
輪
に
矢

二
本
た
ち
た
る
を
ひ
く
」。

今
回
は
祇
園
祭
の
今
市
通
り

の
通
り
も
の
（
行
列
）
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
題
名
は
「
え
え

む
こ
」
と
読
み
ま
す
。
先
頭
は

山
吹
色
の
花
傘
が
あ
り
、
そ
の

後
笠
を
か
ぶ
り
、
そ
の
上
か
ら

１
枚
着
物
を
か
け
て
歩
い
て
い

ま
す
。
大
き
な
市
女
笠
が
普
及

す
る
ま
で
、
女
性
は
布
を
か
ぶ

っ
て
往
来
し
た
と
言
い
ま
す
か

ら
、
こ
れ
は
古
式
ゆ
か
し
い
行

装
で
す
。
さ
ら
に
破
魔
矢
、
サ

イ
コ
ロ
と
縁
起
物
が
続
き
、
大

き
な
餅
の
よ
う
な
も
の
は
「
雪

丸
」と
の
み
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
後
に
「
え
え
む
こ
」
が

続
き
ま
す
。
そ
の
お
婿
さ
ん
と

は
、
木
馬
に
ま
た
が
り
左
足
に

下
駄
、右
足
に
草
履
を
履
い
て
、

烏
帽
子
を
被
っ
た
男
性
で
す
。

後
ろ
か
ら
「
で
か
い
顔
だ
な
」

と
感
じ
る
男
女
が
歩
い
て
い
ま

す
が
、
こ
の
２
人
は
「
か
ぶ
り

も
の
」
を
つ
け
て
い
ま
す
。
大

き
な
ウ
チ
ワ
を
持
っ
て
い
る
女

性
が
花
嫁
。
扇
子
を
持
っ
た
男

性
は
仲
人
役
で
す
。
こ
の
行
列

は
見
物
客
を
笑
わ
せ
る
ネ
タ
を

し
て
い
る
の
で
す
が
、
格
斎
さ

ん
の
解
説
を
そ
の
ま
ま
書
く

と
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
的
に

お
伝
え
し
に
く
い
内
容
な
の

で
、
割
愛
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
凝
っ
た
出
し
物
が

出
る
津
和
野
の
祇
園
祭
は
、
町

民
も
武
家
も
楽
し
み
に
し
て
い

た
お
祭
り
だ
っ
た
こ
と
は
伝
わ

っ
て
き
ま
す
ね
。

百景図よもやまばなし百景図よもやまばなし　　

第 20図第 20図
日本遺産センター☎ 72-1901日本遺産センター☎ 72-1901

100 枚の絵図にまつわる100 枚の絵図にまつわる
ストーリーを紹介します。ストーリーを紹介します。

祇園會通りものゞ内エゞ無聟

日
本
遺
産
第
１
期
認
定
（
平
成

日
本
遺
産
第
１
期
認
定
（
平
成
2727
年
４
月

年
４
月
2424
日
）
日
）

「
津
和
野
今
昔
～
百
景
図
を
歩
く
～
」

「
津
和
野
今
昔
～
百
景
図
を
歩
く
～
」

 
津和野図書館 TEL0856-72-0155     

日原図書館  TEL0856-74-0355     

  郷土に関する図書資料をご紹介します。 

『『西西周周とと「「哲哲学学」」のの誕誕生生』』  石石井井雅雅巳巳・・著著  堀堀之之内内出出版版  22001199  

  
本本書書はは 33 部部構構成成でで第第 11 章章はは「「哲哲学学」」のの翻翻訳訳、、第第 22 章章はは西西周周

のの日日本本語語論論、、第第 33 章章はは軍軍事事論論ににつついいてて書書いいててあありりまますす。。  

「「哲哲学学」」とといいうう翻翻訳訳語語がが生生ままれれるるままででのの道道ののりりやや日日本本語語論論

者者ととししててのの顔顔、、「「軍軍人人勅勅諭諭」」のの草草稿稿とと実実際際のの条条文文かからら伺伺ええるる

思思想想やや意意図図、、ままたた永永遠遠平平和和のの確確立立へへのの夢夢をを抱抱いいてていいたたここととなな

どどががわわかかりりまますす。。知知のの百百面面相相・・西西周周のの入入門門書書ととししてておおすすすすめめ

でですす。。巻巻末末ににはは参参考考文文献献ややももっっとと知知りりたたいい人人ののたためめののブブッックク

ガガイイドドもも載載せせらられれてていいまますす。。  

  

町からのお知らせ
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下記の写真はいずれも10頭～100頭程度まで猫が増えてしまった島根県内の事例です。これに
は野良猫と屋外飼育の猫が含まれます。1世帯の家で外飼いの猫を1頭しか飼っていなくても地域
全体で見ると10頭以上の猫がいることは珍しくありません。
１頭１頭が地域住民の敷地内に入って糞尿や子育て等をするので、被害を受ける方は非常に

困っています。また、住民の中には猫の鳴き声で寝られない方、猫アレルギーで全身がかゆくな
る方、ペットの金魚や鳥を食べられた方もいます。更には、猫が増えるとエサを与える人が遠く
からも集まってくるので、住民の皆様の不安や苛立ちが募ります。

糞尿被害 庭の柵の爪研ぎ被害

出典「もっと飼いたい？（環境省）」
（https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_d
ata/pamph/h2305a.html）

猫の妊娠期間と出産について

猫は交尾をした刺激で排卵するため、交尾すればほぼ確実に妊娠します。そのため、エサが十
分にある環境では、計算上に近い早さで個体数が増えると予測されます。実際に猫が30頭程度ま
で急激に増えた地域は複数あります。中には100頭程度まで増えてしまった地域もありました。も
し、不妊去勢していないのに数がそれほど増えないのであれば、生まれた子猫はどこかで死んで
いるのです。不妊・去勢手術により過剰繁殖を防ぐことで、｢何百・何千もの罪もない命」を救う
ことができます。
近隣に迷惑をかけないためにも、猫自身の安全・健康のためにも猫は不妊去勢して室内で飼う

ことが原則です。
猫の飼い方でお悩みがある方は、益田保健所にご相談下さい。一緒に考えることが出来ます。

なぜ猫に困る人がいるのか

無責任に猫にエサをあげるのはやめましょう ～益田保健所からのお知らせ～

益田保健所には、猫に関する苦情が数多く寄せられます。多くの苦情の原因は、人の手によっ
て、人が管理できないほど猫が増えてしまったことにあると考えています。
これほど増えてしまった理由は、飼い猫・野良猫に係わらず、エサを与えるが不妊去勢はせず

屋外で自由にさせている（以下「無責任なエサやり」という。）人が多いためです。これは、無
責任なエサやりにより問題を引き起こしていることの認識が足りないためと考えています。実際
に、増えすぎた猫による環境侵害が起きている地域がたくさんあります。このことから、より多
くの人に「無責任なエサやりはダメ」だと知って頂く必要があります。

はじめに

駆除を目的とした猫の捕獲や引取は全国的に出来ません。当所も同様です。その理由は次のと
おりです。
① 飼い猫と野良猫の区別ができず、間違って飼い猫を捕えるおそれがあるため。

② 猫の捕獲そのものが猫に苦痛を与え、虐待となるおそれがあるため。

③ 駆除目的で捕獲された猫は原則として引き取らないことが国会で決議されたため。
（平成24年8月28日付「動物の愛護及び管理に関する法律集付帯決議」）

益田保健所が出来ないこと・出来ること

[ 益田保健所が出来ること]

[ 益田保健所が出来ないこと]

① 猫の問題を解決するためにはどのような手段が有効か一緒に考えることが出来ます。

③ 猫を飼っている方から、飼い方についてご相談があれば、一緒に考えることが出来ます。

② 猫の被害にあわれている方には自衛手段をとって頂くようにお願いしています。その自衛手
段について、どのような方法が有効か一緒に考えることが出来ます。また、猫が苦手な音を出す
機械を無料で２週間貸し出す事が出来ます。この機械は、猫の糞尿被害を防ぐのに有効です。
ただし、効果の範囲が限定的であることと侵入防止の効果は無いことに注意が必要です。

① 責任を持って飼育する
猫をかわいがる気持ちは大切ですが、単にエサを与えるだけでは、環境侵害と不幸な猫を増や

すだけです。目の前の猫を助けたいのであれば、責任を持って不妊去勢手術を行い、屋内飼育し
てください。自ら飼うことが難しい場合は、新聞等で新しい飼い主を探してください。

② 地域で管理する（いわゆる「地域猫活動」）
猫が好きな方から嫌いな方まで様々な意見を聞きながら、地域の実情に合わせたルールを作り、

猫を管理する方法があります。ただし、地域に住む全員の合意が得られないままにルールを作り、
管理しようとすると近隣トラブルに発展するので細心の注意が必要です。

島根県では、地域猫活動に取り組む地域を支援しています。自治会として本活動に興味のある
方は益田保健所にご連絡ください。

③ 責任が持てないのであれば見守るだけにする。
外で自活している猫は、人の手を加えずそっと見守ってあげてください。

お腹をすかせている猫を助けてあげたい。どのようにすれば良いか？

猫による被害で困っている方へ（お願い）

条例※で猫は原則屋内で飼うこととし、外で飼う場合であっても周辺環境に配慮し他人に迷惑を
かけないように努めなければならない旨が定められています。また、猫の被害にあわれている方
が、毎日糞の処理、臭い、騒音による寝不足等によって苛立つ気持ちは非常によく理解できます。
しかし、その苛立つ気持ちをエサを与える方や猫の飼い主にぶつけてしまうと、問題は複雑化し、
解決がより難しくなります。住民同士が良好な関係を築き、猫が好きな方から猫で困っている方
まで含めて冷静に話し合うことが、問題解決のために最も重要であることをご理解下さい。
※条例：島根県動物の愛護及び管理に関する条例第７条

問合せ先 益田保健所衛生指導課 電話 0856-31-9557

④ 猫の被害にあって困っている人がいることを、猫の飼い主などに伝える事が出来ます。また、
自治会などを通して啓発チラシを配布することが出来ます。
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ご
案
内

ご
案
内
…
…
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…
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…
…
…
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Guide

無
料
法
律
相
談
を
実
施
中

お
と
よ
し
法
律
事
務
所
で
は
、
無
料
の

法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
に
は

事
前
予
約
が
必
要
、
受
任
し
た
場
合
は
別

途
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

10
月
12
日
（
水
）
10
時
～
17
時

お
と
よ
し
法
律
事
務
所

お
と
よ
し
法
律
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
６
５

島
根
県
司
法
書
士
会 

司
法
書
士
無
料
相
談

【
電
話
相
談
】（
祝
祭
日
除
く
）

「
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」

　

毎
週
月
・
木
曜
日　

12
時
～
15
時

「
相
続
・
遺
言
相
談
セ
ン
タ
ー
」

　

毎
週
火
曜
日　

12
時
～
15
時

☎
０
８
５
６
・
60
・
9
２
１
１

【
面
談
相
談
】（
電
話
予
約
要
）

◆
無
料
法
律
相
談

　

10
月
20
日
（
木
）
13
時
～
17
時

　

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
館

　

益
田
市
須
子
町
３
ー
１

◆
相
続
・
遺
言
無
料
相
談

　

10
月
20
日
（
木
）
10
時
～
16
時

　

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
研
修
室

益
田
市
須
子
町
３
ー
１

　

島
根
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
５
２
・
60
・
９
２
１
１

ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
を
取
り
扱
う
事
業

者
の
み
な
さ
ま

11
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
県
等
へ
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。

【
対
象
者
】

①
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
を
採
捕
す
る
事
業
者

（
漁
業
者
）

※
全
量
を
自
身
が
所
属
す
る
漁
協
へ
出
荷

す
る
場
合
は
対
象
外
（
漁
協
が
代
わ
り

に
手
続
き
し
ま
す
）。

②
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
の
販
売
・
加
工
等
を

す
る
事
業
者
（
加
工
、
流
通
、
輸
出
入
、

養
殖
、小
売
、宿
泊
、飲
食
店
、事
業
者
等
）

※
全
量
を
消
費
者
へ
直
接
販
売
・
提
供
す

る
場
合
は
対
象
外
。

【
そ
の
他
】
取
引
記
録
の
作
成
・
保
存
等

が
必
要
で
す
。

島
根
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン

タ
ー
水
産
課

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
６
５

労
働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

10
月
は
「
個
別
労
働
関
係
紛
争
処
理

制
度
周
知
月
間
」
で
す
。「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突

然
の
解
雇
」「
勤
務
態
度
に
問
題
の
あ
る

社
員
に
困
っ
て
い
る
」
な
ど
、
職
場
の
ト

ラ
ブ
ル
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
専
門
家
に
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

10
月
16
日
（
日
）
11
時
～
16
時

い
わ
み
ー
る

ム
を
一
緒
に
音
読
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
無

料
テ
キ
ス
ト
は
図
書
館
で
用
意
し
ま
す
。

10
月
11
日
・
25
日
（
火
）
14
時
～

津
和
野
図
書
館　

読
書
会
室

医
療
医
療
……
…
…
…

……
…
…
…M

edical
M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎
72
・
０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
10
月
３

日
、
17
日
、
24
日
）

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
（
午
後
・
予
約
制
）

　
　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
（
午
後
・
予
約
制
） 

【
水
】
漢
方
外
来
（
10
月
26
日
）

　
　
　

精
神
科
・
心
療
内
科
（
第
１
、
３
・
午

前
・
予
約
制
）
整
形
外
科
（
午
後
）

【
木
】
耳
鼻
咽
喉
科
毎
週
（
午
後
）

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診

　
　
　

（
午
後
・
予
約
制
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）

　
　
　

※
10
月
14
日
、
28
日
は
休
診

※
内
科
は
月
～
金
曜
日
（
午
前
）、
木
曜

日
の
午
後
は
予
約
診
療
の
み

※
（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場
合
要
予
約

※
小
児
科
医
師
に
よ
る
外
来
診
療
に
つ
き

ま
し
て
は
、
毎
週
木
曜
日
（
午
後
）
の

み
と
な
り
ま
す
。
上
記
以
外
は
当
院

内
科
医
師
に
よ
り
診
察
を
行
い
ま
す
の

で
、
診
療
時
間
内
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
月
曜
日
の
予
防
接
種
（
午
後
・
予
約
制
）

に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
院
医
師
に
よ
り

行
い
ま
す
。
１
歳
未
満
に
つ
い
て
は
、

木
曜
日
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始
（
電
話
予
約
）

【
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
】

　

50
歳
を
過
ぎ
た
方
は
、
帯
状
疱
疹
の
予

防
接
種
が
で
き
ま
す
。
帯
状
疱
疹
の
予

防
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
院
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
休
日
の
救
急
患
者
対
応
に
つ
い
て
】

　

診
療
時
間
は
８
時
30
分
～
17
時
30
分

（
17
時
30
分
か
ら
翌
８
時
30
分
ま
で
の

間
は
診
療
し
て
い
ま
せ
ん
。）

※
17
時
30
分
ま
で
に
来
院
が
可
能
な
方
の

み
受
付
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
事
前
に
お
電
話
で
お
問
合
せ
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
日
原
診
療
所
☎
74
・
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
火
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
水
】
内
科
（
午
前
）

【
木
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
・
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
ま
で
、日
曜
・
祭
日

と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、物
理
療
法
は
8
時
30
分
と
14
時
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

毎
週
火
曜
15
時
～
18
時
、毎
週
木
曜
9

時
～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
72
・
０
０
２
５

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
×
○
○

午
後

○
○
○
×
○
△

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
30
分
ま
で

△
土
曜
は
14
時
～
17
時
ま
で

木
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
診
で
す
。

※
学
会
認
定
専
門
医
に
よ
る
内
科
疾
患
の

診
療
・
相
談

※
学
会
認
定
専
門
医
に
よ
る
胃
カ
メ
ラ
、
大

腸
カ
メ
ラ
、
日
帰
り
大
腸
ポ
リ
ー
プ
切
除

※
増
加
傾
向
に
あ
る
脂
肪
性
肝
疾
患
に
対

す
る
学
会
専
門
医
に
よ
る
診
療

日
本
内
科
学
会
認
定
総
合
内
科
専
門
医

日
本
消
化
器
病
学
会
認
定
専
門
医

日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会
認
定
専
門
医

日
本
肝
臓
学
会
認
定
専
門
医

※
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
を
受
付
中

（
浜
田
市
野
原
町
１
８
２
６
ー
１
）

無
料

10
月
12
日
（
水
）

労
働
者
お
よ
び
事
業
主

○
相
談
員　

弁
護
士
、
労
働
組
合
員
等

○
そ
の
他

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

防
止
対
策
を
行
っ
た
上
で
開
催
し
ま

す
。
会
場
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

・
状
況
に
よ
り
開
催
を
取
り
止
め
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

島
根
県
労
働
委
員
会

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
６
５

保
育
士
就
職
・
お
仕
事
応
援
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

保
育
士
資
格
（
取
得
見
込
含
む
）
を
有

す
る
方
で
、
保
育
士
と
し
て
就
職
を
希
望

す
る
方
、
保
育
所
等
に
就
業
中
の
保
育
士

で
正
規
職
員
を
目
指
す
方
を
対
象
に
、
保

育
現
場
に
お
け
る
必
要
な
知
識
や
技
術
を

学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
参
加
方
法
】

　

会
場
参
加
（
い
わ
み
ー
る
）
ま
た
は
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加

【
コ
ー
ス
・
申
込
締
切
】

●
A
コ
ー
ス
（
理
解
と
応
急
手
当
）

11
月
３
日
（
木
）
9
時
15
分
～
12
時
10
分

10
月
24
日
（
月
）

●
B
コ
ー
ス
（
制
度
と
発
達
段
階
）

11
月
６
日
（
日
）
9
時
15
分
～
12
時
10
分

10
月
27
日
（
木
）

●
C
コ
ー
ス
（
支
援
と
関
わ
り
方
）

11
月
19
日
（
土
）
9
時
15
分
～
12
時
10
分

10
月
27
日
（
木
）

◇
希
望
す
る
コ
ー
ス
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。（
全
コ
ー
ス
の
申
込
も
可
）

◇
会
場
に
て
託
児
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
申
込
時
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◇
詳
し
い
内
容
や
対
象
者
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉

協
議
会
（
島
根
県
保
育
士
・
保
育

所
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
６
５

自
死
遺
族　

分
か
ち
合
い
の
つ
ど
い

大
切
な
人
を
自
死
で
失
う
こ
と
は
、
想

像
を
絶
す
る
と
て
も
つ
ら
い
経
験
で
し

た
。
ど
う
か
一
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ

い
。
誰
に
も
話
せ
な
か
っ
た
そ
の
つ
ら
さ

を
遺
族
だ
け
で
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
す
。
一

緒
に
痛
み
を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
・
・
・
。

自
死
遺
族
だ
け
で
運
営
し
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

10
月
22
日
（
土
）
14
時
～
17
時

益
田
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹（
桑
原
）

☎
０
９
０・４
６
９
２・５
９
６
０

（
24
時
間
対
応
）

新
着
図
書

新
着
図
書
…
…
…
…

…
…
…
…Books

Books

▼
日
原
図
書
館　

10
月
31
日（
月
）は
休
館

▽
作
家
刑
事
毒
島
の
嘲
笑

中
山　

七
里
……
…
…
…
…

幻
冬
舎

▽
ル
ポ　

誰
が
国
語
力
を
殺
す
の
か

石
井　

光
太
……
…
…
…

文
藝
春
秋

▽
保
健
所
の
コ
ロ
ナ
戦
記

関　

な
お
み
……
…
…
…
…

光
文
社

▽
暗
記
し
な
い
で
科
学
入
門　

電
子
を
み

れ
ば
科
学
は
わ
か
る

平
山　

令
明
……
…
…
…
…

講
談
社

▽
知
っ
て
る
？
偉
人
た
ち
の
こ
ん
な
名
言 

全
３
巻

……
…
…
…
…
…
…

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

▼
津
和
野
図
書
館  

10
月
31
日（
月
）は
休
館

▽
水
平
線

滝
口　

悠
生
……
…
…
…
…

新
潮
社

▽
さ
す
ら
う
地

キ
ム
・
ス
ム
……
…
…
…
…

新
泉
社

▽
年
寄
り
は
本
気
だ
：
は
み
出
し
日
本
論

養
老
孟
司
・
池
田
清
彦
……

新
潮
社

▽
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
わ
か
る　

今
な
い
仕
事
図

鑑
ハ
イ
パ
ー

上
村　

彰
子
……
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

▽
ど
ち
ら
が
お
お
い
？
か
ぞ
え
る
え
ほ
ん

（
点
字
絵
本
）

小
学
館
……
…

む
ら
や
ま
じ
ゅ
ん
こ

【
音
読
会
の
お
知
ら
せ
】

声
に
出
し
て
読
む
こ
と
は
複
数
の
感
覚

器
官
を
働
か
せ
、
健
康
に
も
良
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
文
学
作
品
や
新
聞
の
コ
ラ
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※住民基本台帳は、平成 24 年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。
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転出：14
死亡：11

転入：14
出生：4

男 3,210 人　女 3,642 人
人口：6,852 人世帯数：3,390

広報つわの 2022 年 9 月 13 日発行

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

8
月
届
出
分

青
木　

房
代 

8
・
13 

（
旭
町
上
） 

97
歳

等
農　

イ
ツ
子 

8
・
13 

（
市
尾
・
戸
谷
） 

95
歳

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

中古農機具・バイク
買取・修理

ホンダショップ泉
☎72-1271
携帯090-3171-7227

ススズズメメババチチ・・ミミツツババ

チチのの駆駆除除致致ししまますす

イイズズミミ
HONDA    SHOP

中古農機具
買取・修理

ホンダショップ泉
☎72-1271

携帯090-3171-7227

バイク・自動車販売修理

ススズズメメババチチ・・ミミツツババチチのの駆駆除除致致ししまますす

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

8
月
届
出
分

松ま
つ
お尾　

鮎あ
ゆ
か香 

7
・
14 

（
寺
田
下
）

山さ
ん
と
う藤　

和お

と

は

斗
羽 

8
・
5 

（
新
地
）  

三み
や
け宅　

夏か

お央 

8
・
13 

（
北
二
）

舟ふ
な
や
ま山　

旭あ
さ
ひ飛 

8
・
15 

（
下
高
野
）


